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論 文 内 容 の 要 旨 
 
 
本論文は、ルクセンブルク大公国のカトリック教会を事例として、多言語社会における言語選択の
実態に関し、領域（domain）という視点から分析を試みたものである。 
ルクセンブルクはルクセンブルク語、ドイツ語、フランス語の三言語を併用する多言語国家である
が、ベルギーやスイスと異なり、これら三言語が地域の別なく全土にわたって用いられている。また、
ルクセンブルク語とは、ドイツ語の地域方言が国家の独立に伴い個別言語として整備されたものであ
る。そのため、ドイツ語とルクセンブルク語の併用は、標準ドイツ語とスイス・ドイツ語のダイグロ
シア（二言語併用）の状況にあるスイスのドイツ語圏としばしば対比されるが、この二言語に加えて
フランス語を併用するルクセンブルクの言語状況はトリグロシア（三言語併用）にあたる。このよう
に、ルクセンブルクは他の多言語社会と比較、対照が可能な興味深い事例でありながら、今までほと
んど取り上げられることがなかった。そこで本論文では、ダイグロシアの研究でもよく取り上げられ
る教会領域に対象を限定し、トリグロシアの実態調査を行った。具体的には、カトリック教会の司祭
を対象にアンケート調査を実施し、教会領域における使用言語とその選択基準の解明を試みた。その
結果、先行研究とは異なる新たな言語使用が観察された。すなわち、教会においては三言語併用とフ
ランス語のみの単言語使用が併存している。先行研究では、近年の外国人労働者の増加によって伝統
的な三言語併用は限定的なものとなり、フランス語のみの一言語化が進んでいると指摘されていたが、
厳密には単言語使用へ移行しているのではなく、三言語併用かフランス語のみの単言語使用に二極化
しつつあるのである。これはあくまで教会領域に限ってのことだが、ルクセンブルクの三言語併用体
制の将来を示唆する、興味深い結果である。 
また、各領域内では「対話者」「場所」「話題」の三要素が調和的に使用言語を決定するとされてい
るが、本調査では「対話者」が他の二要素よりもはるかに強い影響力を示した。ルクセンブルクは外
国人比率が 40％を超えることから、社会状況を反映して教会においても対話者に対する関心が強い
ことが証明されたが、領域内の言語選択については三要素が必ずしも等しく機能しているわけではな
いことが示された。 
本論文の中心となるアンケート調査は、カトリック教会の協力のもと、2012 年 3 月から 5 月にか
けて行った。質問項目は、ミサおよび聖書研究の際の使用言語とその選択基準、ルクセンブルク語訳
新約聖書の使用状況、そして教会領域における言語選択の決定要因の 3項目である。このアンケート
結果に基づく実証的分析を通して、ルクセンブルクの教会領域における言語使用とその実態が、完全
ではないにせよ解明された。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
 
本論文は、ルクセンブルク語、ドイツ語、フランス語の三言語を公用語とする多言語国家ルクセン
ブルクを対象に、多言語社会における言語選択いわゆるコードスイッチングという言語現象に関して、
教会というひとつの領域（domain）を中心に現地での調査をもとに三言語の使い分けの実態を解明
することをテーマとしている。 
 分析を行なうに際しての方法論としては、ギレス（P. Gilles, 2009）が導入した「媒体手段ダイグ
ロシア」の概念に「上位変種」と「下位変種」の概念を加えた重層的な多言語併用という考えを取り
入れたフェ－レン（F. Fehlen, 2009）の仮説に大きく依拠しているが、論者が実施した教会領域で
の調査から、フェ－レンの主張とは異なる、あるいはより複雑な言語選択がみられるという結果が判
明した。即ち、話し言葉としてのルクセンブルク語、書き言葉としてのドイツ語、話し言葉・書き言
葉共に上位変種としてのフランス語の関係性が、調和を持って選択されるのではなく、「対話者」に
応じて三言語が話し言葉や書き言葉のどちらにもなりえて、しかもドイツ語が上位変種として確たる
地位を確立していることがわかった。しかも三言語併用とフランス語のみの単言語使用という二極分
化がみられ、今後この二極分化はさらに拡大するというこれまで誰も指摘しなかった新たな第三の可
能性が導き出された。教会領域に限定されるとはいえ、ルクセンブルクの三言語併用体制の将来像を
示唆する貴重なデータを本論文は提供している。 
 ギレスが導入した「媒体手段ダイグロシア」の概念に関しては、すでに日本でも同分野における研
究者によって用いられることがあるが、本論文でも指摘されたようにワインライヒの function の定
義との関連性を排除するわけにはいかない。本論文では実証的分析に重きが置かれているが、当該分
野での方法論を確立するうえでも、理論的枠組みを今一度精査する必要がある。しかし、このような
方法論上の課題があるとはいえ、ルクセンブルクという三言語併用社会での言語選択と教会領域での
実態調査から全く新たな知見が得られている。この点、本論文が持つ学術的価値は高いと言える。 
 総じて、本論文の意義は、従来の多言語社会の研究対象にあらたにルクセンブルクの三言語併用社
会を加え、これまで一度も実証的な調査が行われなかった教会という領域を独自の調査によって果敢
に開拓した点にある。本論文で提示された調査結果は、今後社会言語学の中でも多言語社会の研究分
野において、極めて貴重なデータとして高く評価されるものと期待される。 
 
